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所在地：長野県岡谷市長地権現町4-11-51

センター屋上からの諏訪湖センター建物 ZEB Ready 認証取得

長野県

流域面積：531.2k㎡

湖面積：13.3k㎡(周囲15.9km)

水 深：最大7.2m、平均4.7m

流入河川：31河川 流出：１河川

総貯水量：約6,300万㎥

流入水量：年平均159万トン/日

滞留時間：約46日(’12～’16ﾃﾞｰﾀ)

諏訪湖の諸元
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資料１



設立の経緯 ①
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⚫県内の河川・湖沼の水質は、下水道の普及等により長期的には改善が進んでおり、河川
の環境基準達成率は95.7％と概ね良好だが、湖沼は46.7％と低い状況（令和４年度）

⚫県内最大の湖である諏訪湖については、近年ヒシの大量繁茂や湖底の貧酸素の拡大、漁
獲量減少など、生態系の保全・回復に向けた複雑な課題に直面

背景

・H29年度、諏訪地域にて、湖沼水質保全計画を盛り込んだ『諏訪湖
創生ビジョン』策定に向け議論
・H30年３月策定

諏訪湖創生ビジョン策定

・調査研究を行っている機関の連携
・情報発信、環境学習を推進する拠
点整備

ビジョンに諏訪湖環境
研究センター(仮称)の設
置の検討が明記



設立の経緯 ②
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H30、R元年度、15名の委員（有識者、湖周市町職員、県関係機関）により延べ７回開催

⚫課題の多い諏訪湖を中心に、県内河川・湖沼の水環境保全に向け、実態把握と
課題解決のための研究機能に重点を置く

⚫県内河川・湖沼等の水環境保全に関する情報発信の拠点とする
⚫地域に根ざし、住民の学びを幅広く支援する
⚫研究や学びのネットワークを形成し、総合的に取組を推進するための連携の
コーディネート機能を担う

諏訪湖環境研究センター（仮称）あり方検討会

目指す姿を役割として、諏訪湖環境研究センター設置

目指す姿

R６年４月、４つを業務の柱にし諏訪湖環境研究センター始動

調査・研究 情報発信 学びの支援 連 携



組織体制と主な業務
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■水質保全に係る調査
・諏訪湖及び河川における水質調査
・汚濁負荷量の実態調査
■貧酸素対策に係る調査
・湖内の溶存酸素の連続測定【信州大学と連携】
・底泥性状の分析【信州大学と連携】
・貧酸素対策（覆砂等）の効果検証を目的とした
モニタリング

■生態系保全に係る調査、多様な生き物を育む湖に
向けた事業

・湖の生物資源量モニタリング
・環境DNAによる魚類分布推定
・水草、動植物プランクトン、メガネサナエ等の調査
・ヒシの順応的管理、浚渫の生物影響に関する調査

• 人事、服務
• 予算、会計事務
• 庶務、庁舎管理、公文書管理

• 試験検査の信頼性保証、研究用機器・薬品の管理
• 研究計画、研究コンプライアンス等に関する事務
• 環境学習の推進及び環境に関する情報発信
• 他の研究機関等との連携

センター長
（非常勤）

調
査
研
究
部

13名

総
務
部
５名

水質
保全班

生態系
保全班

総務班

調査・研究

所長
（常勤）

企画
担当

情報発信

学びの支援

連 携

共同研究

諏訪湖など県内河川・湖沼の水質と生態系の課題解決に向け、水質及び生態系の一体的な調査

研究を強力に進め、生態系を含めた水環境の適正バランスを目指す

４つの柱



諏訪湖創生ビジョン推進会議

湖辺面活用・まちづくり部会水環境保全部会

●構成員
諏訪湖の環境改善に取り組んで
いる団体、市町村、県関係機関

●取組テーマ
・水環境保全
・調査研究・学びの推進

●構成員             
諏訪湖を活かしたまちづくりに
取り組んでいる団体、市町村、
県関係機関

●取組テーマ
・湖辺面活用・まちづくり
・学びの推進

➢当センターは諏訪湖創生ビジョン推進会議の構成員として、上記の推進会議・部会・WG

へ積極的に参画

➢情報収集及び発信を行うとともに、センターの調査研究から得られた成果を行政施策の

エビデンスとして反映

諏訪湖における
持続可能な漁業
振興WG

諏訪湖の
水草対策WG

水辺のアクティ
ビティWG

諏訪湖の
浚渫課題WG

メガネサナエ
保全WG

ごみの無い
諏訪湖WG
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